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Nutritive Effect of Pig Blood as a Protein Source 
       in Diet  for Red Sea  Bream—I
(Experiment of Long Period Feeding)
Kenji HARA, Ryutaro  YAMAMOTO and Tadashi ISHIHARA
Studies on the nutritive effect of the dried powder from pig blood in the culture of fish were 
attempted, aiming at the protein efficiency of the blood as protein source, in which protein 
content as dry matter is widboly known to be high. 
 Red sea breams were divdied into four groups and reared by the following four different 
diets over a  241  —  day period : group 1 ; minced sardine, group 2 ; minced sardine containing 
commercial compound food (1: 0.25, W/ W), group 3 ; minced sardine containing pig 
 blood  —  powder (1: 0.25), group 4 ; minced sardine containing commercial compound food and 
pig  blood  —  powder (1 : 0.125 : 0.125). 
There was no significant differences between four groups as to the blood hemoglobin content, 
hematocrit value, plasma protein content, plasma cholesterol content and glutamic oxaloacetic 
transaminase activity of plasma. The groups 3 and 4 showed good growth and higher feed effi-





















実 験 方 法
供 試 魚
1978年 に長 崎市水 産種 苗 セ ンター でふ化 した マ
ダイPagrus majorの 平均体 重 約40gの もの を用
いた 。 これ を同セ ンター の小割 生 けす(3×3×3m,
24節)に 放 養 し,7日 問 マイ ワシ,マ サバ 及びイ カ
ナ ゴを与 えて予備 飼 育 した後,飼 育実 験 に供 した 。
試験 区及 び飼 育方 法
試 験 区 を4区 設 けた 。1区(生 餌 料 区)は 生餌 料
と して マイ ワシのみ を与 え,2～4区 はマイ ワシ を
1区 の半 量 に減 ら し,減 量 した 生餌 料 重 量 の1/4
*1,昭 和54年 度 日本 水産学会春季大会 講演要 旨集,p.129.
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Fig．　5．　Change　of　protein　content　in　plasma　of　red　sea　bream　（Mean±S．D）．
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Fig．　6．　Change　of　cholesterol　content　in　plasma　of　red　sea　bream　（Mean±S．D）．
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Fig．　7．　Change　of　triglyceride　content　in　plasma　of　red　sea　bream　（Mean±S．D）・
筋肉チアミン量及び肝臓のグリコーゲン量と脂肪量
筋肉チアミンの定量結果をFig．8に示した。25
日目の値では1区が最も低く，3区が最も高かった。
しかし，70日目以降の値は各区間に差はなかった。
肝臓のグリコーゲン量及び脂肪量は図示していない
が，全期間を通じ，前者は各区4．2～6．9％，後者は7．
6～10，3％の範囲にあり，いずれも各区間に傾向的
な差はなかった。
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Fig．　8．　Change　of　thiamine　content　in　ordinary　muscle　of　red　sea　bream　（Mean±S．D）．
　肥満度，魚体重に対する肝臓及び全内臓重量の
　割合
　肥満度〔魚体重（g×103）／尾叉長（cm　3）〕
の測定結果は図示していないが，各区各回ごとの平
均値は22．0～25．4の範囲にあった。各区とも冬期に
低くかったが，各区間にはほとんど差はなかった。
なお100及び241日目の肥満度は　Table　3　に示し
た。また，肝臓及び全内臓重量の魚体重に対する比
は図示していないが，成長に伴い減少する傾向が認
められた。しかし，各区間にほとんど差はなかった。
その他，魚体を開腹し諸臓器を外観的に観察したが，
異常が認められた魚体はなかった。
考 察
　生餌料（マイワシ）の50％をも減らし，その分を
ブタ血粉で置き換えた（減量した生餌料重量の1／
4量のブタ血粉）血粉多量添加餌料を用い241日間
のマダイの飼育実験を行ない，血粉の餌料としての
有用性を検討した。比較対照のために生餌料のみと
生餌料の50％を市販配合餌料で置き換えた試験区及
び配合餌料と血粉の等量混合物で置き換えた試験区
を設けた。
　241日間の飼育期間中，全試験区とも摂餌行動や
遊泳行動に異常が認められた魚体はなく，外観的に
は全試験区ともほぼ健康に成育したと判断できた。
　次に血液性状検査（Hb量，．Ht値，赤血球数）
の値から各区の健康状態を比較した。各区の各回ご
との平均値は，Hb量は5．5～8．591100m1，　Ht値
は34～51％，赤血球数は　240～360×104／mm　3の
範囲内で変動していた。これらの値は既報の文献値
（4－7）から判断して正常域値内にあるとみなせ
た。またこれらの値には各区間に特に問題になるよ
うな差は認められなかった。次に，実験結果の項に
は示していないが，各個体ごとの血液性状検査の値
より，貧血性状検査の指標となるWintrobe（8）
の赤血球平均恒数（平均赤血球色素量＝Hb量×10
／赤血球数，平均赤血球容積＝Ht値×10／赤血球数，
平均赤血球血色素濃度＝Hb量×102／Ht値）を求
め各区の比較を行なった。そのうち，平均赤血球血
色素量：の各区各回ごとの平均値は　19～30×10－12g
の範囲にあり，各区とも既報の文献値（4－7）よ
り一般にやや高値であった。また平均赤血球容積は
121～200μ3，平均赤血球血色素濃度は12～24％の
範囲内で変動していた。これらの値の各区の変動に
は季節的または成長に伴うと考えられる変化が認め
られたが，各区間に傾向的な差はなく，かっ，これ
らの恒数より貧血症状を呈していると判定される検
体は認められなかった。
　血漿タンパク質量の各区各回ごとの平均値は5．2
～8．7g／100　m1の範囲で変動しており，異常値は
認められなかった。一方，血漿トリグリセライド量
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は，飼育初期の50日目までは血粉区と混合餌料区が
明らかに高値を示した。この飼育初期における差は，
餌料中の脂肪量とは逆関係であり，その原因は不明
である。
　普通肉中のチアミン量は飼育初期に差が認めら
れ，生餌料区が低値を示した。これは，生餌料のみ
ではマイワシ中のチアミナーゼ（9）により内因性
のチアミンがかなり分解されており，結果的にチア
ミンの摂取量が低下しているためと考えられる。ま
た70日目以降は各区間の差が少なくなったが，これ
は摂餌量が少ないためと考えられる。
　以上，主に血液中の諸成分の分析結果より血粉添
加餌料を投与した場合の良否について検討した結
果，生餌料の50％を血粉で置き換えた餌料でもさし
たる問題はないと推察した。血粉単独餌料による飼
育実験は行なっていないが，血粉区（3区）のタン
パク質効率は低かった（Table　3）。このことによ
り，仮に血粉単独餌料で飼育すればタンパク質効率
はさらに低下すると考えられる。従って，タンパク
質の有効利用の観点より血粉単独餌料は良い方法と
は考えられない。1～4区の餌料中のタンパク質含
量は，無水物換算で各々57．7，53．7，73．3，63．3％
（Table　2）であった。このうち，3，4区の値は
マダイ餌料の適正タンパク質含量である40～56％
（10，11）を越えていた。特に3区の餌料はタンパ
ク質含量が非常に高かった。このことが，3区のタ
ンパク質効率が低かった（Table　3）原因と考えら
れる。ブタ血粉のマダイ餌料としての有効利用をさ
らに詳細に検討するためには，上記の点を考慮し，
ブタ血粉添加によるタンパク質含量を40～60％の範
囲に調整した餌料による飼育実験が必要であると考
える。これに関しては次報で報告する。
　本研究経費の一部は長崎市からの依託研究費によ
った。また，研究の遂行に当り種々御協力いただい
た長崎市水産種苗センター所長久原俊之氏並びに所
員の皆様に深く感謝の意を表します。
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